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じゅんかんプロジェクト８報告書 
 

ごみから地球を救う 
人から人へつないで行こう、まだまだ使えるリユースの輪 

～リユース（再使用）の促進について考える～ 



＜はじめに＞ 

 

 循環型社会推進懇談会（呼称：じゅんかんプロジェクト）は、     

平成１３年度に市川市が策定した一般廃棄物処理基本計画「いちか

わじゅんかんプラン２１」の策定に当たって、市民の意見を計画に

取り入れることを目的として設置された市民参加組織です。 

 平成１４年度からは、基本計画の策定を受けて、一般廃棄物の排

出及び適正な処理方策等を市民と共に考え、計画や施策が円滑に実

行されるよう市民と行政が意見を出し合い、資源循環型社会の形成

を推進していくことを目的とする市民会議として、年度ごとにテー

マを変えて進められてきました。 

 今年度(平成 21 年度)は、持続可能な循環型社会を形成するために

欠かせない３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）のうち、比

較的なじみが薄い「リユース」にスポットを当て、「リユース（再使

用）の促進について」をテーマに市民・学生で構成されたメンバー

で議論してきました。 

 この報告書は、市民・学生それぞれの目線で考え議論し、提案し

てきたことをまとめたものです。報告書の名称は、この懇談会が今

回で８回目となることから「じゅんかんプロジェクト８報告書」と

しました。 

 この報告書が市川市のごみ減量化の施策の一助となれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 まず、リユース（再使用）を促進するための具体的な取り組みに

ついて議論をしていくためのきっかけづくりとして、日常生活にお

いてとても身近でなくてはならない「地域」「学校」「家庭」「職場」

の４つの場でできるリユース（再使用）の取り組みについてアイデ

ィアを出し合いました。 

 

＜４つの場におけるアイディア＞ 

〈地 域〉 

■ 家庭で不用になった古本を集め、地域に広めていく仕組みをつく

る。 

■ 家庭で不用になった衣類を集め、地域（ボランティア団体を通じ

て海外にも）に提供する仕組みをつくる。 

■ 古本、衣類に限らず、家庭で不用になったものを集め、フリーマ

ーケットを通じて地域に広めていく仕組みをつくる。 

■ 自治会を通じ、各家庭を対象にリユースに関する意識調査を行う。 

■ フリーマーケットなどリユースに関する情報を自治会を通じ広め

ていく。 

■ 近所付き合いを深めることでリユースの輪を地域に広めていく。 

 

〈学 校〉 

■ 使い終わった習字道具、絵の具セット、楽器、副読本、裁縫セッ

ト、体操着など、いわゆる教材を再使用してもらうための仕組み

をつくる。 

■ 鉛筆など文房具を学校で回収し、「リサイクルプラザ」を拠点に再

使用してもらうための仕組みをつくる。 

■ 不用になった衣類を持ち寄り、クッションを作るなどの体験授業

を行う。 

■ リユース活動の拠点として空き教室を有効活用する。 

 

 

リユース（再使用）の促進について 



 

〈家 庭〉 

■ 不用になった家具類及びベビー用品は、大型ごみに出すのではな

く「リサイクルプラザ」に引き取ってもらう。 

■ 家具類を購入する際には、「リサイクルプラザ」を利用するように

する。 

■ 衣類は、バザー、リサイクルショップなどに出す。 

■ 古本は、学校に寄付したり、知人に譲ったり、古本屋に持ってい

くようにする。 

■ 不用になった衣類を雑巾やバスマットなどに活用する。 

 

〈職 場〉 

■ 職場内に古本や子供用品などをやり取りする、情報交換の場を設

ける。 

■ 企業側にリユースの取り組みアイディアについて募集する。 

 

〈その他〉 

■ 「リサイクルプラザ」をもっとＰＲして活用を図る。 

■ 「リサイクルプラザ」の存在も含め、不用になったものをごみに

出さずに繰り返し使用するためのリユースの工程を図示した樹木

図を作成し、自治会を通じ配布するなど周知する。 

■ 商店街の空き店舗を利用した不用品交換の仕組みをつくる。 

 

 

そこで、このアイディアを基にさらに意見交換を行いました。そ

の結果、様々な提案がなされましたが、その提案を集約してみると

大きく二つのテーマにまとめることができました。 

 まず一つ目は、公共施設やインターネットなどにおける「リユー

スを促進するための仕組みづくり」です。 

二つ目は、３Ｒの拠点である「リサイクルプラザの活用」です。 

以上、この二つのテーマについて議論をし、提案いたします。 

 



 

 

公共施設などを活用した不用品を交換できる場や市民同士の情報

を交流する場を拡充し、フリーマーケットなどリユースに関する情

報を提供する情報のネットワークづくりを進めるための具体案を提

案します。 

 

（１）公共施設における不用品交換の場づくり 

  1)学校の空き教室を利用し、不用になった教材（制服、体操服、

習字道具、絵の具セット、楽器、裁縫セット、副読本など）

を年に１回、寄付日を設け集める。 

集まった教材は、卒業シーズンの３月頃に無償提供するか 

あるいは安価にて販売する。 

また、広報、ホームページなどで周知していく。 

  2)学校の空き教室に古本を集め、生徒が好きなときに持ち帰れ

る、お持ち帰りコーナーを設置する。 

  3)図書館、公民館で古本を集め、いつでも誰もが自由に持ち帰

ることができる、お持ち返りコーナーを設置する。 

また、どのような本が置いてあるかホームページなどで公開

する。 

（２）インターネット上における不用品交換の場づくり 

  1)欲しいですコーナー、差し上げますコーナーを設け、不用品

の交換をインターネット上で行う。 

（３）市民の情報を交流する場づくり 

  1)高齢者の方の移動にも配慮し、住まいから近場の自治会館な

どに集い、家庭で不用になっているものには、どのようなも

のがあるかなど情報を交流し、不用品交換会を行う。また、

リユースに関する情報も持ち寄るなどして、情報をやり取り

しコミュニケーションを深める場としても活用する。 

（４）リユースに関する情報提供の場づくり 

  1)フリーマーケットやリサイクルショップなど様々な情報があ

り、情報を収集し提供していくためには情報を一元管理する

１．リユースを促進するための仕組みづくり 



拠点が必要である。 

  2)フリーマーケット情報などを自由に書き込みできる伝言掲示

板を公共施設に設置する。 

  3)インターネット上にフリーマーケット開催情報など情報提供

できる掲示板を設ける。 

  4)駅の掲示板、自治会の掲示板を情報提供の場として活用する。 

 

 

 

 

 

家庭で不用となった家具やベビー用品については、リサイクルプ

ラザにおいて無料で引き取り、修理を行ったうえで再生販売してい

ますが、まだまだリサイクルプラザの存在を知らない市民の方が多

いことに気づかされ、３Ｒの拠点であるリサイクルプラザをもっと

ＰＲして、リサイクルプラザを有効活用するための具体案を提案し

ます。 

 

（１）リサイクルプラザのＰＲ 

  1)周知方法としては、チラシ作成、ホームページ、広報誌、   

じゅんかんニュースなどの情報誌に掲載することは勿論のこ

と、駅の掲示板、自治会の掲示板を活用するとともに、ごみ

ステーションに張り紙をする。また、ラジオによる啓発も考

えられる。 

  2)じゅんかんパートナーさんの活動を通じて、リサイクルプラ

ザをもっと宣伝してもらう。 

  3)引越し時には不用になった家具が発生すると思われるので、

不動産会社にリサイクルプラザのチラシを配布し、転居者に

宣伝してもらう。 

（２）リサイクルプラザの活性 

  1)現在、引取りを行っているものが家具類とベビー用品に限定

していることがリサイクルプラザの知名度を下げている一因

２．リサイクルプラザの活用



であると考えられるため、可能な限り取り扱い品目を増やし

ていく。 

  2)掲示板による不用品交換情報コーナー（ゆずりますコーナー）

については現在、リサイクルプラザを含め 4 ヶ所に設置し不

用品のやり取りを行っているが、写真による掲示だけではな

く、贈答品など比較的取り扱いが簡単な実物をリサイクルプ

ラザに展示し不用品同士で交換するなどのコーナーを設置す

る。また、不用品提供者にはエコボポイントを付与する。 

  3)建物が奥まっていて目立たないこともあるが、建物の外観、

室内が暗い印象を与えるので、目に付く看板を設置するなど

明るい雰囲気づくりに取り組む。 

（３）リサイクルプラザの活用 

  1)リサイクルプラザ内に「リユースデスク」を設置する。 

    主な業務内容は、 

・ フリーマーケット、バザーの開催情報を収集しホームペー

ジに掲載し情報を公開する。 

・ 市内のリサイクルショップ情報を調査し、ホームページな

どで情報を提供していく。 

・ 学校、自治会などに出向きリユース活動を普及する。 

・ 学校に出向き、空き教室状況を調査する。利用可能な空き

教室があれば、図書、教材、文房具、制服などをゆずるリ

ユースプラザとして活用し、運営する。 

以上 4 点です。 

また、リユースデスクの業務に従事する人員は、国の施策

の一つである緊急雇用対策など様々な制度を活用することで

確保し、さらにリユースデスク業務のお手伝いとして、じゅ

んかんパートナーさんやエコライフ推進員さんなどの協力を

もとに「リユースデスクサポーター」をボランティアで募集

する。 

 

 

 



＜参考資料＞ 

 

１．プロジェクトメンバー名簿 

 

〈じゅんかんプロジェクト 8 メンバー名簿〉 

 

氏 名 備 考 

石 田  三 雄  

梅 田  富 雄  

大久保 多津子  

◎小 野  恒  

片 野  光 枝  

工 藤  優 大学生 

小 林  郁 子  

友 田  幸 子  

○平 工  顕 子  

布 施  潤 子 大学生 

 

◎：座 長  ○：副座長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．活動実績 

 

〈じゅんかんプロジェクト８懇談会開催状況〉 

 

回 数 
日  時 

（開催時間は午後６時から８時まで）
場  所 

第１回 平成２１年 ９月１０日（木） 市川市市民会館第１会議室 

第２回 平成２１年１０月 ６日（火） 市役所本庁舎第 4-2 委員会室 

第３回 平成２１年１１月１０日（火） 市役所本庁舎第 1-2 委員会室 

第４回 平成２１年１２月 １日（火） 市役所本庁舎第 6-2 委員会室 

第５回 平成２２年 １月１２日（火） 市役所本庁舎第 1-1 委員会室 

第６回 平成２２年 ２月 ２日（火） 市役所本庁舎第 4-2 委員会室 

 

 

 

〈リユース関連施設見学会実施内容〉 

 

日   時 場   所 

平成２１年１１月１５日（日） 

午前 10：00～12：00 
市川市リサイクルプラザ 

 


